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｢３次元有限歪解析一沖縄島国頭層群嘉陽層について－

林，1988」における誤りとその訂正

林大五郎＊

Correctionoferrorsin“Threedimensionalfinitestrainanalysis-withreferenceto

KayoFormation,KunchanGroup,Okinawa-jima-HAYAsHI,1988'，

DaigoroHAYAsHI＊

AbstractThereareerrorswithregardtotheanalyticalmethodandthecalculationofthe

symmetricindexiｎｔｈｅｐａｐｅｒ“Threedimensionalfinitestrainanalysis-withreferenceto

KayoFormation,KunchanGroup,Okinawa-jima-，，(HAYAsHI,１９８８；hereaftertheoriginal

paper)．Theresultsoftheanalysisbythecorrectedmethodshowspreferredorientationof

thelongestaxisofthethreedimensionalstrainwhereasthemethodreportedintheoriginal

paperdoesnot・Therearenoothersignificantdifferencesbetweentheresultsorthetwo
methods．

歪が得られている場合，この場合には長軸と短軸の比と

して得られていても良い．

原論文でのように歪マーカーとして石英粒を用いた場

合には２次元歪を絶対値で得ることはできない．した

がって，（２）の方法を用いて３次元歪を求めねばならな

い．以下にこの方法を述べる．

（１）定方位サンプルから互いに直交する３面をカッ

ターで切り出し，面Ａ，Ｂ，Ｃとし，これらをシュミッ

トネットに大円として描く．

（２）これら３面の交点を慾，ｙ，ご軸として正の直交座

標系”身をとる．例えば，Ｂ面とＣ面との交点をｚ軸

とし，〃軸とｙ軸は座標系ｒｙｚが正系となるようにと

る．このようにとると，Ａ面はつねに”面であり，Ｂ

面とｃ面はｙご面かこえ面となる．どちらがどの面にな

るかはＡ，Ｂ，Ｃ面の相対的位置によって決まる．

（３）原論文(ｐ760)の(8)から(１１)までに同じ．

原論文の第５表に示されているＡ，Ｂ，Ｃ面の方位か

ら上記(2)の方法でｊｒｙｚ座標系を決め，灘軸とｙ軸の

間の角(”)，ｙ軸とｚ軸の間の角(y-z)，ｚ軸と〃軸の

間の角(ご節）を求め，これを第１＊表に示す．この表か

ら，原論文で用いたサンプルからはほぼ直交する３面

が切り出されていることが分かる．Ａ面はすべてのサ

ンプルについてつねにjUy面であり，サンプル１，２，

はじめに

<人ちゃんかよう

「３次元有限歪解析一沖縄島国頭層群嘉陽層１こつU'て

－」（林，１９８８：以下原論文と呼ぶ)の解析方法につい

て誤りがあったため訂正する．

誤りは，互いに平行でない３面の２次元有限歪を組

み合せて３次元有限歪を求める部分にある．RAMsAY

(1967)の示した方法は２次元歪が絶対値で求められて

いる場合には有効であるが，歪の長軸(Ｘ軸)と短軸(Ｙ

軸)との比として求められる場合には使えない．原論文

では２次元歪を長軸と短軸との比として求めているた

め，得られた３次元歪は誤っている．

解析方法

先に述べたように２次元歪が長軸と短軸の比として

求められている場合には，これらを組み合わせて３次

元歪を計算することはできない．２次元歪から３次元

歪を組み立てることができるのは次の場合である．（１）

互いに平行でない３面上での２次元歪が絶対値で得ら

れている場合．（２）互いに直交する３面上での２次元
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原論文とおなじ番号を振り，原論文にない図表には第１

＊図のように番号の後に＊をつけた．

第１＊表．〃，，，ｚ軸の間の角(度)．
汀〕：jr軸とｙ軸との間の角．ｙ－ｚ:ｙ軸
とｚ軸との間の角．ｚ対：ｚ軸と沁軸

との間の角． ２次元歪解析

この解析結果は原論文の第６表に示されたものと同

じであるが，Ａ，Ｂ，Ｃ面について示すよりも秒，ｙｚ，

鄭面について記した方が理解しやすいため，ここで第

６表として掲げた．

３次元歪解析

再計算の結果を第７表に，主歪軸方位の地理的分布

とＸＺ楕円を第３図に，Flinn図を第６図に，主歪軸

方位のシュミットネットへの投影を第７図に，それぞ

れ示した．

（１）第３図からＸ軸が地層の走向方向に伸びる傾向

が認められる．

（２）第６図からprolateタイプは９個，oblateタイプ

は７個であり，どちらかのタイプに卓越すると言うこ

とはない．

（３）第７図からＸ軸とＹ軸は水平に近く分布する，

特にＸ軸にこの傾向が強い．Ｚ軸は垂直に近く分布す
る．

３，４，６，９，１０，１６，１８についてはｙｚ面がＣ面と

なり，サンプル５，７，８，１２，１４，１９，２０について

はyz面がＢ面となる．

このようにＡ，Ｂ，Ｃ面と新たに設定した”，ｙｚ，鉱

面とを対応させて，原論文で解析した１６個のサンプル

について再計算を行った．図表には参照しやすいように

断面での２次元歪

第８表と第８図にＡ－ＡＡ断面(第３図に示されてい

る)での２次元歪を示す．第８図からＸ軸は水平ない

第６表．２次元歪解析結果．
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第７表．３次元歪解析結果．
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第３図．３次元主歪方位の地理的分布．歪楕円体の主軸をシュミットネットへ下半球投影した図を構造図上に描
いてある．

し層理面に平行に伸びる傾向がある．

対称性指数についての誤り

解析方法上の誤りではなく，計算プログラムのコーデ

ィングの誤りから原論文に載せられた対称性指数は正し

くない．第９表に正しい値を示す．サンプル１９のjvy

面やサンプル２０の麺面での値のように０．５のオー

ダーのものもあるが，大多数のサンプルの対称性指数は

０．７５を越えている．LIsLE(1985)によると，歪の長軸

と短軸の比が１．５でサンプル数が６０個の場合，対称

性指数が０．６０以上ならば歪マーカーは変形前に特定の

方向に向いてはいなかったと言える．またサンプル数が

100個の場合には対称性指数が０．７４以上のとき同様

のことが言える．したがって，この解析に用いた歪マー

カーは初期フォリエーションを有していなかったと言え

るであろう．

プログラムの検定

検定は，ある楕円体を歪楕円体と仮定し，直交する３

面で切る．この３面上での楕円(楕円体の断面)を２次

標本
番号 Ｘ Ｙ Ｚ Ｒｘｙ Ｒｙｚ ｋ 。 Ｅ1２ Ｅ2３ Ｋ 、 ＥＳ Ｖ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
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２
４
６
８
９
０

１
１
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１
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２
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Ⅳ
刎
刀
印
刷
兜

ｌ
ｌ
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ｌ
２
ｌ
２
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２
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３
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２
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０
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●
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●
■
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●
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●
●
●
●
●
●

ｌ
ｌ
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ｌ
ｌ
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１
１
１
１
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２
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０
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０
●
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０
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０
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０
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０
０
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０
０
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０
０
０
０
０
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Ⅲ
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０
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０
０
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０
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０
０
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０
０
９

田
鴎
筋
、
Ⅲ
訂
砺
髄

１
１
２
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２
２
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０
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０
０
０
０
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０
０
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０
０
０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
０
０
０
０
０
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０
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９
６
７
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７
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０
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０
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第８表．Ａ－ＡＡ断面上の２次元主歪．k＝１
1.5

シ
、
×

１．０
１．５

ＷＺ

第６図．Flinn図．白丸：oblateタイプ，黒丸：

prolateタイプ．

Ｎ Ｎ Ｎ

Ｃロ ｂ

第７図．主歪軸方位のシュミットネット下半球投影図．白丸：oblateタイプ，黒丸：prolateタイプ．ａ：主伸び
歪軸(Ｘ軸)について，ｂ：主中間歪軸(Ｙ軸)について，ｃ：主縮み歪軸(Ｚ軸)について．

元の歪楕円と見なして入力データを作成する．プログラ

ムを実行し得られた３次元歪楕円体が元の仮定した楕

円体と一致するかどうか，を見る．

秒ご座標系は，ｊＵ軸を水平で南向き，ｙ軸を水平で東

向き，ｚ軸を垂直で上向きとする．

〃，ｙ，ご軸での軸比が４：２：１の楕円体を歪楕円体と

仮定する．この楕円体の式は，

である．

ｚｙ面(ポールのオイラー角：121゜，71.,143゜)，ｙご面

(49.,42.,97｡)，戴面(57.,126.,126｡)の３面でこ

の楕円体を切断すると第１＊図に示すような楕円とな

る．

juy面での主相反２次の伸びは0.627と1.594,北よ

りの走向からの楕円の長軸の方向は８．．ｙ２面での主相

反２次の伸びは０．３８２と２．６１５，長軸の方向は-

36.．麺面での主相反２次の伸びは０．４４８と２．２３２，

長軸の方向は-80゜、これらから計算された歪楕円体を

第２＊図に示す．軸長は，Ｘ＝1.951,Ｙ＝1.019,Ｚ＝M[IⅢ。 lJI小
０

０．２５
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第８図．Ａ－ＡＡ断面(自然尺)上での２次元主歪方位の分布．単位円と歪楕円の長・短軸が描かれている．斜線

部は逆転部分．太線は地形断面を表す．

第９表．対称性指数．のは測定面の走向から測ったＸ軸の角度．のの値がSHIMAMoToandlKEDA法のものより

1o･以上違っているサンプルには｡の値の後に＊をつけた．

標本数 ｌｓｙｍ ①(deg） 標本数 ｌｓｙｍ ｡(deg） 標本数 ｌｓｙｍ ｡(de8）

0.502となっており，仮定した楕円体を良く再現して

いる．

標本

番号
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標本数 Iｓｙｍ ｡(deg）
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X－ＱＸｉｓ

一ＱｘＩｓ

xiS

1ｓ

s1rike St｢ike

Ａ Ｂ Ｃ

第１＊図．楕円体の断面を投影の中心から見た図．Strikeは投影面の北よりの走向．Ａ：jMy面，Ｂ:yご面，Ｃ：鄭
面．
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